
令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画[国語科]              小３４  練馬区立石神井小学校 
学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 
 
１年 
 
 

○ひらがなやカタカナ、拗音や促音、長音
が混ざった言葉や、「は・を・へ」の助
詞を正確に書けるよう指導したが、まだ
十分定着していない。 

 
 

○なぞりや視写、文作りを繰り返し行う
なかで、正しい文字の書き方や言葉の
きまりを指導する。 

 
 

（補）ひらがなやカタカナ、拗音や促音、長音が混ざった言葉や、
「は・を・へ」の助詞を使った文のワークシートを用いて
指導する。教科書教材を活用し、話すこと、聞くことに対
する興味、関心を高める。 

 (発）日記等に継続して取り組ませ、書く力の定着を図る。読ん
だ本の内容を伝えたり、スピーチをしたりするなどの機会
をつくり、よい話し方や聞き方への意識を高める。 

 
２年 
 

○かぎの使い方、カタカナや新出漢字を文
や文章の中で使うことについて指導して
いるが、まだ十分に定着していない。 

〇個人差はあるが語彙が少ない。 
○ひらがなやカタカナ、拗音や促音が混ざ
った言葉や、「てにをは」の助詞を正確
に書けるよう指導したが、まだ十分定着
していない。 

○発表時の声の大きさが、適切でない。 

○短作文を繰り返し行う中で、正しい使
い方を確認し、使えるよう指導する。 

○学習した漢字を確認し、文作りの中で
使用できるように指導していく。 

〇本の紹介や読み聞かせなども活用し
て、新しい言葉と出会わせるように
する。 

○声のものさしの活用など、視覚でも
示す。 

（補）日常的にノートや作文、週末日記等で添削指導を行ったり、
繰り返しカタカナや漢字練習をさせたりする。 

 (発）学習した漢字でも特別な使い方の漢字や似ている形の漢字
などを取り上げ、興味を広げる。「かん字のとびら」を活
用し、様々な語彙と出会わせる。 

 

 
３年 
 
 
 
 
 
 
 

○文章の内容や、場面の様子がよく理解で
きるように指導を継続しているが、書か
れている内容を正確に読み取ったり、主
人公の行動や心情を分析したりすること
は十分定着していない。 

○主語、述語を意識したり、表現を工夫し
たりして文章を書くことができない。 

 
○新出漢字の読み方や使い方、その漢字を
使って文を作ることを継続して指導して
いるが、十分に定着していない。 

○叙述の中心となる事項や、場面の様子、
登場人物の心情について全体で確認を
したり、個人で考える時間をしっかり
確保したりするようにする。 

 
○文章を書く際に、主語、述語について

や、表現の工夫についてを、継続的に
指導する。 

○漢字練習や確かめのテストを繰り返し
行い、家庭学習において漢字を使った
文作りを継続して指導する。 

（補）文章の内容の理解を深められるよう、サイドラインの引き
方や書き込みのポイントを指導し、話合いや文章を書く際
に活用することを促す。 

（発）学習のゴールをしっかり設定し、付いた力を使い、発展 
   学習へつながるようにする。 
（発) 習っていない漢字でも辞書を活用して読み方や意味などを

調べ、言葉に対して興味を広げる。 

 
４年 
 
 
 
 

○新出漢字の使い方、既習漢字を使って文
を作ることを継続して指導しているが、
正しい活用において十分に定着していな
い。 

〇文章を書く時、主語述語を意識したり、表
現を工夫したり、接続詞を正しく使って感
想を書くことが定着していない。 

○漢字練習や確かめのテストを繰り返し
行い、家庭学習において漢字を使った
文作りを継続して指導する。 

○各単元のまとめの時間で、自分の考え
を述べる活動を取り入れる。様々な言
葉での表現方法を指導し、短文で主語
述語を確認させながら、長文へ移行す
る指導をする。友達との交流から言葉
を増やす。 

 

（補）使用した言葉を他の言葉で表現したり、別の言葉を紹介し
たりしながら、気持ちや考えを表現する方法を指導し、使
用言語を増やす指導を行う。繰り返しドリルやテストを行
い、漢字を定着させる。 

（発)自分の考えや感想を発表し合うことにより、多くの考えや言
葉を出し合って学び合いの場とする。辞書活用の習慣化を通
し、漢字や意味などを自主的に調べ、言葉に対しての興味を
広げる。 

 
５年 
 
 

○叙述を基に読み取ったことや自分の考え
を互いに伝え合ったり書いたりすること
に課題がある。 

○新出漢字の読み方や使い方、その漢字を
使って文を作ることなどを指導している
が、定着していない。 

○自分の考えの基となることに必要なキ
ーワードを示し、叙述の中からどの部
分に着目するかを示す。 

○繰り返し新出漢字の学習を行うよう
にし、漢字を使っての文作りを指導す
る。 

(補)ノートを書く、メモをとるなどの習慣を継続して指導し、内
容の理解を向上させる。 

（発）日頃から読書に限らず、新聞や雑誌、パンフレット、イン
ターネットのホームページなどから情報を得て、様々な資料
が活用できるよう工夫する。感想・まとめを書く時間を確保
する。 



 
６年 
 
 
 
 

○新出漢字などを覚えても、その漢字を実際
に使いこなすことが十分にできていない。 

○自分の考えをまとめ、聞く人に分かりやす
く工夫して発表する場面の指導が不十分
である。 

○経験したことや考えたことをまとめる時、
表現を工夫したり推敲したりしながら作
文を書かせる場面が少ない。 

 

○学習した漢字は、作文だけでなくノート
やワークシートなど他教科でも日常的に
使うように指導する。 

○グループの中や全体の前で発表する場面
を意図的に設けるようにし、その場でよ
りよい話し方を指導する。 

○年間に数回程度、表現に重点をおいた
作文を書かせる計画を立て、推敲する
ことによってよりよい作文に仕上げ
るようにする。 

（補）漢字練習や小テストを継続的に行い、定着を図る。 
(補)４～５人の少人数での話合いの機会を多くとり、発言・ 
   発表に慣れさせる。 
（発）発表会、討論会などの発表の場を多くして、人の話を意識

して聞くような活動を取り入れていく。 
 (発)「ねりまの子ら」「新聞記事」などを随時紹介し、よい

表現を意識化し、自分の作文に取り入れるようにする。 

 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画  [社会科]  様式３         小３４  練馬区立石神井小学校 
学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善 補充・発展的指導計画 
３年 
 
 
 
 
 
 

○地図や写真などの資料から、必要な情報を

読み取る技能について丁寧に指導してい

るが読み取る力の個人差が大きい。 
〇資料と資料との関連を考えて、考察し、表

現することが課題である。 

○初めての社会科の学習のため資料を読み取る際の 
 見方を示し、技能の習得を図る。 
○資料の内容を正確に理解させたうえで、どのような

視点で比較するのかを示すことで、学習にめあてを

意識させて考察させ、表現できるようにする。 

（補）用語、資料の見方などが一人一人に身に付いてい

るか、ノートやワークシート等を確認し、確実な

理解を図る。 
（補）地図や地図記号、学習したことをまとめたものな

どを身近な場所に掲示する。 
（発）課題を追究する際の児童同士の情報交流や、学習

の成果を発表するような機会を設定する。 
 

４年 
 
 
 
 
 

○体験学習を取り入れることで、児童が興味

関心がもてるような導入やまとめになる

よう工夫することで意欲的に学習に取り

組めるようにしている。自分の生活と照ら

し合わせながらまとめていくことは課題

である。 
○図やグラフ、写真などの資料を適切に活用

したり、表現したりする指導が不十分であ

る。 

○ＩＣＴ機器などを活用し、視点を意識させて資料か

ら分かることや見方を指導する。 
（「比較する」「合わせる」「つなげる」） 
○自分たちの地域に合わせた単元計画をもとに、一人

一人に明確な課題をもたせ、課題解決に向けた教材

研究をする。 
○学習のまとめを多様な方法でできるようにモデル

を示しながら取り組めるようにする。 

（補）資料活用および資料作成の技能が身に付いている

か、ノートやワークシート等で確認し、理解を図る。 
（発）自分たちの地域や生活と深く関わりがあることを

考えて学習できるよう教材の作成を行う。 
（発）学習成果を日常生活に生かせるようにする。 
（発）児童の経験を把握し、その経験を生かして学習で

きるような授業を構成する。 

５年 
 
 
 
 

○児童が強く興味をもつような導入資料を用意し、

疑問や知的好奇心が持続、発展する授業をするこ

とが課題である。 
○学習対象が世界に広がり、地図や地球儀の読み取

りは、理解に個人差が大きい。 
○絵や写真などの資料から何が読み取れるのか、資

料の見方の指導が不十分である。 

○ＩＣＴ機器や掲示物を使用して、課題に適した中心

となる資料（特に写真、視聴覚資料）を準備する。 
○学年で教材研究をし、教材を共有化していく。 
○実物や体験的な学習を充実させていく。 
○作成、収集した資料の保管場所を明確にし、次年度

以降も使用できるようにする。 

（補）地図やグラフなどの資料の見方を丁寧に指導する。 
（補）視聴覚教材や具体物などを準備したり、ゲストティ

ーチャーの話を聞いたりすることで興味をもって学習

できるようにする。 
（発）児童の経験を把握し、学習したことをまとめる作業

として、ノートの記録、白地図や新聞などを工夫し学習

の定着を図る。 
６年 
 
 
 
 
 
 
 

○歴史に関する既存の知識や社会科的な用語につい

ての知識の差が大きい。特に、歴史に関係した言

葉を正しく理解させることが課題である。 
○絵や写真などの資料から何が読み取れるのか、資

料の見方や活用の仕方が不十分である。 
○ノートの取り方に個人差があり、課題からまとめ

までの流れが分かるノート指導が不十分である。 

○日本の歴史に興味をもたせるために、疑問や関心をもたせる 
ような資料を準備する。 

○じっくり資料を読み取る時間を確保し、分かったこと話し合 
ったり、読み取ったことを確かめたりするようにする。 

○視聴覚教材などの資料を充実させていく。 
○「めあて」から「まとめ」までのノートの取り方のモデル 
を提示する。 

(補)用語、資料の見方などが一人一人に身に付いているか

をノートやワークシートなどで確認する。 
(発)学習したことをまとめ、さらに興味関心をもって調べ

る作業として、社会科新聞を作成させたり、調べたこと

を発表させたりして、学習の定着を図る。 
(発)社会の変化に対応できるように新しい資料を準備す

る。 



 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画 [算数科]  様式３ 小３４ 練馬区立石神井小学校 

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 

１年 ○１０の合成を正確に速く行うことが
できない児童がいた。  

○「ちがいはいくつ」で、求差の場面を
減法の式に表し、結果を計算で求める
ことに困難を感じる児童がいた。 

○操作や活動を多く取り入れた指導を
行い、反復練習の時間を確保する。 

○同じ内容の問題でも数値などを変
えて、具体的な場面、半具体物によ
る操作場面や数量を抽象的に捉え
る場面を設定する。  

（補）具体物やブロック操作を通して、算数的
活動を取り入れたゲームなどで楽しく習
熟を図る。  

（補）全体指導の中で理解が難しい児童に対し
て個別の指導を行う。  

（発）既習学習を取り入れた文章問題の作成な
どを行うことによって、演算決定能力を
養うようにする。 

２年 ○繰り上がり、繰り下がりありの筆算の
仕方は概ね理解できたが、定着が十分
とは言えなかった。 

○「水のかさ」「長さ」「時計」の単位
の換算と計算の指導において、具体的
操作を取り入れた授業の充実を図っ
たが、定着が十分とは言えない児童も
いた。 

〇少人数算数だけでなく、余剰時数の
中で定着を図る。  

 
○身近な長さや水のかさに関心をも

たせるために、児童が具体物を操作
して概念を理解できるようにする。 

〇日常とのつながりを意識させるよ
うに、授業時間外でも活用する場面
を設定する。 

（補）少人数指導を生かし、苦手意識をもつ児
童のクラスは１５人程度とし、学習内容
の定着を図る。  

（補）量と測定に関しては、操作活動を増やし
いろいろなものを測る経験をさせる。 

（発）加法と減法の相互関係に着目して、いろ
いろな考え方を友達に分かるように説明
し、児童同士が互いに高め合う場を設定
する。  

（発）量と測定に関しては水のかさ・長さを実
際に測る際に、異なる単位で見当を付け
たり、結果をいろいろな単位で表現する
ように指導する。  

３年  ○「わり算」では、除法の意味理解や計
算練習に時間がかかり、文章問題に取
り組ませる時間が十分確保できない。  

 また、あまりを考える問題では、計算
はできても答えにつける単位に誤りが
見られる。  

〇「大きい数のしくみ」では、数を読ん
だり書いたりする場面で、位を間違え
て読んだり、空位の０を書き忘れたり
することが多い。  

○生活の中での「分ける」場面を想起
させ、場面を絵や図に表す。題意を
読み取らせ、単位を明確にする。  

 
 
○日常生活で見る大きな数を取り上

げて、関心をもたせる。数を読んだ
り書いたり場面では、４桁ごとに線
をひき、「一、十、百、千」の位取
りを押さえる。  

（補）重点的な支援が必要な児童のクラスは10
人程度とする。個々の苦手領域を把握し
、個別指導を通して学習内容の定着を図
る。特に繰り上がりのあるたし算や繰り
下がりのあるひき算、かけ算九九の反復
練習を行う。  

（発）自分の考えを表現させることで学習内容
の理解を深める。絵や図、式や言葉など
を用い、根拠を明確にして書いたり話し
たりできるようにする。  

 

 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画 [算数科]  様式３ 小３４ 練馬区立石神井小学校 

学年  指導方法の課題分析  具体的な授業改善策  補充・発展的指導計画  

４年 ○「大きい数のしくみ」では、日常生活
ではなじみがない大きい数を扱うた
め、数の大きさが捉えさせにくい。位
取り記数法のしくみやよさが児童に
伝わりにくい。  

 
○角の大きさの単位や測定の仕方は理

解できるが、実際に角の大きさを測定
したり書いたりすることが正しくで
きず、ずれてしまう。  

○十進法に触れ、位取り板を使って、１
つずつ数を入れていき、数が１つもな
い位には「０」を書くことを押さえる
。数を書いたり読んだりすることを繰
り返し、４桁ごとの読み方に慣れさせ
る。  

 
○定規や分度器のおさえ方、頂点や中心

の合わせ方などを繰り返し熟達させ
る。また、１目盛りが一方向の分度器
を使用し、角度の量感を養う。  

（補）重点的な支援が必要な児童のクラスは1 
５人程度で、学力向上支援講師とともに
ＴＴで指導にあたる。個々の苦手領域を
把握し、個別指導を通して学習内容の定
着を図る。特にかけ算九九、割り算の反
復練習を行う。  

 
（発）自分の考えを表現させることで学習内容  

の理解を深める。絵や図、式や言葉など  
を用い、根拠を明確にして書いたり話し  
たりできるようにする。  

５年 ○「小数のわり算」では、除数を整数化
した場合の小数点の移動やあまりの
小数点の位置など、繰り返し指導して
いても誤りの事例が多い。 

○「単位量当たりの大きさ」では、分か
っていることと求めることを明確に
整理することができていないことか
ら、正しく課題解決することができな
いことが多い。 

〇「図形の面積」の学習では、図形の面
積を求める公式について、公式が成り
立つ理由の理解が十分でないことか
ら、正しく覚えられない。 

○「小数のわり算」では、十進位取記数
法の考えを基に、考え方に十分親しま
せることで理解させるよう指導する。 

○「単位量当たりの大きさ」の学習では
、「１あたり」の数量を明確につかみ
、課題解決できるように、数直線図を
適切に扱えるようにするとともに、正
しく描けているか一人ずつ確認する。 

〇「図形の面積」の学習では、既習の図
形に帰着させて面積を考える活動を
通して、公式を理解できるよう指導す
る。 

（補）重点的な支援が必要な児童のクラスは15 
人程度で、学力向上支援講師とともにＴ  
Ｔで指導にあたる。個々の苦手領域を把  
握し、個別指導を通して学習内容の定着  
を図る。検算によって計算結果の検証を 
行わせる。計算問題に繰り返し取り組ま 
せる。ワークシートに書き込ませるなど 
書き写す負担を軽減する。 

（発）初めて学習することについても既習内容  
を想起しながら、根拠をもって自分の考  
えを説明できるように指導する。児童同  
士が互いに深め合ったり刺激しあったり  
できる交流の時間を設ける。  

６年 ○「比」の学習では、比を利用して部分
量や、全体量を求める方法が理解でき
ず、乗除の数を逆にして立式してしま
う児童が少なからずいる。  

 
○「分数のわり算」では、わる数の逆数

をかける形式的な計算はできるが、文
章題で１ｍの重さや１㎏の長さを求
める場合、どちらの数を除数にするの
かで迷う児童がいる。  

 
 

○場面を数直線で表すことを習慣化し
部分量や全体量、割合を書き込んで考
えるように指導する。  

 
 
○もとにする数でわることを押さえる。

式の数に単位をつけて考えることで、
何を求めようとしているのかを意識
させる。  

（補）支援が必要な児童のクラスは25人程度と  
する。個々の苦手領域を把握し、個別指
導を通して学習内容の定着を図る。特に
かけ算やわり算の反復練習を行う。ワー
クシートに書き込ませるなど書き写す負
担を軽減する。  

（発）学習している事柄と関連のある身近なも  
のを探し、初めて学習することについて  
も既習内容を想起しながら、根拠をもっ  
て自分の考えを説明できるように指導す  
る。児童同士が互いに深め合ったり刺激  
しあったりできる交流の時間を設ける。  

 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画  [理科]   様式３  小３４  練馬区立石神井小学校 

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 

 

３年 

 

 

 

 

 

○観察記録の取り方の指導が必要で 

ある。 

 

 

 

○観察や実験などから得られた結果

を基に考察し、表現することの指

導が必要である。 

○生活科の経験を生かすとともに、客観的な事実に基づく科学的 

なものの見方、考え方からの記述が十分できるように、似てい

ること、違うことを見比べるなど、具体的な観察の観点を示し、

指導する。 

○問題・予想を振り返らせ、それを基に結果から言えることを一

人一人に考えさせたり、グループで話し合ったりする時間を計

画に入れる。考察からどうしてそう考えたのかをさらに投げか

け、説明させ、考えを明確にさせていく。 

(補)自然事象や生物環境など、実物を比較しながら

理解できるようにさせる。 

 

 

 

(発)身近なことから、考察したことと同じようなこ

とがないか振り返らせ、考えを広めていく。 

 

４年 

 

 

○実験や観察などの視点の与え方を

工夫する必要がある。 

○実験器具等の扱い方についてはよ

り丁寧に指導する必要がある。 

○ノート指導を通して問題解決学習の過程を身に付けさせる。 
○個人または少人数の実験グループで、どの児童も器具を扱え

る機会を多くする。 

(補)まとめの表現活動やものづくりの活動の中で、

基礎的な内容を再確認させる。 

(発)学んだことを生かしたおもちゃや道具作りを工

夫させる。 

 

５年 

 

 

 

 

○実験・観察活動を重視し、実験観

察の技能を高める指導が必要であ

る。 

○科学的な思考が育成できるよう、

考えをできるようにする指導が必

要である。 

○実験器具や材料を充分に用意し、個人または少人数の実験グル

ープなどで、どの児童も器具を扱える機会を多くする。 

○観察・実験の結果をグラフや表にまとめ、それらをもとに考察

し根拠を示しながら自分の考えを説明する場面を設定する。 

(補)総合的な学習の時間と連携し、生命に対する畏

敬の念や観察能力を高める。 

(発)学んだ内容を身の回りの生活の場に関連させる。

自然の事物・現象についての理解を図っていく。 

 

 

６年 

 

 

 

 

○実験・観察活動を重視し、実験観

察の技能を高める指導が必要であ

る。 

○科学的な思考ができるようにする 

ための指導が必要である。 

○実験器具や材料を充分に用意し、個人または少人数の実験グル

ープなどで、どの児童も器具を扱える機会を多くする。 

○観察・実験の結果をグラフや表にまとめ、それらをもとに考察

 し根拠を示しながら自分の考えを説明する場面を設定する。 

(補)総合的な学習の時間と連携し、生命に対する畏

敬の念や観察能力を高める。 

(発)学んだ内容を身の回りの生活の場に関連させる. 

自然の事物・現象についての理解を図っていく。 
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令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画[生活科] 様式３ 小３４練馬区立石神井小学校 
 
 学 年 

 
  指導方法の課題分析 

 
  具体的な授業改善策 

 
  補充・発展的指導計画 

 
 
１年 
 
 
 
 
 

 
○活動に対する関心が高まらない児童や

丁寧に表現できない児童がいる。思い
や願いをより育む指導の工夫や楽しみ
ながら丁寧に表現するための指導の工
夫が必要である。 

 
 
 

 
○スタートカリキュラムを含む入学当

初の単元指導計画を改善し、段階的
な指導を工夫し行う。 

○各教科の表現活動と連携し、思いや
願いを実現することの楽しさや、表
現することの楽しさを十分経験でき
るようにする。 

 

 
(補)日常生活の中で、興味・関心を広げ

ることを心がけ、話題にしたり動植
物の世話をしたりすることを共有す
る機会を多く設ける。 

 
(発)気付きの質を高めるために、活動で

得たよい気付きを教師が価値付けた
り児童の作品を掲示する情報掲示板
を設けたりする。 

 
 

 
 
２年  
 
 
 
 
 

 
〇栽培や飼育活動では、興味関心の維

持が難しい児童がいた。 
〇栽培や飼育活動では、観察カードへ

の記入に大きな差が出る。 
 

 
〇意図的に時間を設定し、報告を行う。 
〇記入する視点を確認してから記入

させる。 
〇視点に沿って書けている児童のカ

ードを掲示する。 
○観察カードを数種類用意し、児童

に自分に合った形式を選ばせる。 

 
(補)国語（かんさつ名人になろう）・図

工（色の塗り方など）の学習時間に
、具体的な方法を示す。 

(発)対象への気付きだけでなく自分自
身の成長とつなげて考えるよう促
す。またよい気付きを認め友達へ
広めるよう助言する。 

 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画[音楽科]  様式３ 小３４ 練馬区立石神井小学校 

 学年   指導方法の課題分析   具体的な授業改善策   補充・発展的指導計画 

１年 

 

  

○曲調に合わせて、気持ちを込めて歌ったり、

表現したりすることが難しい児童がいる。 
○教科書の絵を見たり、身体表現を考えさせたり

するなど曲のイメージを膨らませる活動を繰り

返し取り入れる。 

(補)歌詞や絵を表示したり、部分的に歌ったりする。 

(発)グループに分かれて歌ったり聴いたりして、いろ

いろな歌い方に気付かせる。 

２年 

 

 

 

 

 

 

○元気に活動を楽しむが、リズムに合わせら

れないこともある。 

 

 

○鍵盤ハーモニカの演奏については、指使い、

息使い、タンギングに苦手意識をもっている

児童がいる。 

 

○範唱奏や友達の演奏を聴いたり、歌詞やリズム

に合わせた振り付けを考えたりする場面を繰り

返し取り入れる。  

 

○個別指導と一斉指導を交互にとり入れ、また、

児童間での教え合い、音遊びや音づくりなどで

楽しく鍵盤ハーモニカを使った演奏や音を合わ

せる経験を増やす。 

(補)範唱奏を聴かせたりグループで演奏させたりする

ことで、音色やリズムの違いに気付かせる。 

(発)歌詞やリズムに合わせた振り付けを考えさせるな

どして、楽しく取り組めるようにする。 

(補)個別指導を中心とし、短いフレーズ毎の演奏を繰

り返したり、音遊びの活動をたくさん取り入れた

りする。 

(発)友達の演奏を聴き、感想を伝え合ったり、簡単な

リズム伴奏を付けたりする。 

３年 

 

 

 

○低学年時に、コロナ禍で鍵盤ハーモニカの

学習を十分に行えなかったため、リコーダ

ーにおいての息づかいの調節に難しさを感

じている児童が多い。 

〇適切な息づかいがどのようなものかについて、

イメージを明確に持たせていく。 

(補)１人ずつ教師が音を確認したり、録音して振り返

りをしたりして、正しい音のコツをつかむ。 

(発)グループ活動を取り入れ、互いの音を聴き合いな

がら、助言し合う。 

４年 

 

 

 

〇自分の歌声や演奏を客観的に捉えることに

慣れておらず、正しい音の判断ができていな

い。 

○音に意識を向けていき、その上で、正しい音か

間違った音かの判断をする力を養う。 

 

(補)録音をしたり、友達と聴き合う活動を取り入れた

りして、音をよく聴くことを意識づける。 

(発)音感トレーニングを通して、音の差を聞き分ける

練習をする。 

５年 

 

○頭声発声を意識して歌うことができていな

い児童が多い。 

○歌唱活動の前に範唱を聴かせ、声色について意

識を向けて、イメージを明確に持たせる。 

(補)普段の声と頭声発声の２種類の声で歌う。 

(発)録音をして聴いたり、範唱と比較したりして、違

いを感じとる。 

６年 

 

 

○こう歌いたいなどという、表現に対しての

意欲・興味が希薄であり、どうしたらより

よくなるかの手段を知らない児童が多い。 

○鑑賞等を通して、強弱や速さの変化が生み出

す音楽の面白さを感じ、自分の表現活動に生

かす。 

(補)教科書に記載させている強弱記号や奏法記号を読

みといて表現する。  

(発)歌詞や場面を想像し、それにあった表現を選んで



演奏する練習をする。 

 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画[図工科] 様式３ 小３４  練馬区立石神井小学校 
学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 
１年 ○造形活動を楽しむこと、素材や材料の特

性を生かして自分の発想を表現できた

が、交流させることが不十分であった。 
○描画材や用具等の扱いを知り、思いを表

現させることが必要である。 
○用具を使ったり、手先を使ったりするこ

とに対し、個人差が大きかった。 

○造形遊びの活動を行う前に素材や材料を触っ

たり、動かしたりして、その感覚を楽しませ、

身体感覚を働かせる経験をさせる。 
○描画材や用具の特徴、扱い方を知らせ、思いを

自由に表現させる。 
○用具に触れる機会を増やす。 

(補)用具・材料の扱いのポイントの掲示を工夫し、事前に指

導をする。 

(発)つくったものをお互いに鑑賞し、交流する機会を増や

し、材料の組み合わせやいろいろな発想・技法に気付い

て、思いを伝えられるようにする。 

２年 ○用具や材料の特性を生かして、自分の発

想を工夫して表現できない児童がいる。 
〇色の特性を知り、色の濃淡を楽しんで表

現することが不十分な児童が多い。 
〇道具の取り扱いなど、技能面に大きな差

があった。 

〇作品について、工夫した点を伝えたり、友達の

良いところを伝えたりする場を設定する。(鑑
賞カードの活用) 

○作品作りに入る前に、用具・材料の扱いのポイ

ントや使い方による表現の違いを、十分な時間

を確保し、指導する。 
 

(補)全体で用具や材料の扱いについて十分に指導し、さらに

個々の児童に用具や材料を生かした表現の仕方を指導

する。 
(発)用具や材料にたくさん触れさせ、想像したことを具体的

に表現できるようにする。 

３年 ○自分なりのものの見方や考え方をもち、

作品を工夫してつくることに課題があ

る。 
 
○用具・材料の扱い方を十分に習得できて

いない児童がいる。 
 

○制作の途中でも友達の作品や美術作品などを

見る時間を設け、イメージを広げられるように

する。 
 
○事前の段階で用具・材料の扱いのポイントを、

十分に指導しておく。 
○用具・材料に十分に触れたり試したりする時間

を多く設ける。 

(補)互いの造形表現を見合う機会を設け、そのよさや違いを

生かし合う。 
(発)試したことや新しい発想を積極的に認め、より自分らし

さを表現できるようにする。 
(補)用具・材料などの取り扱い方法のポイントを提示する。 
(発)用具・材料の発展的な扱い方も取り入れられるように支

援する。 
 

  



４年 ○自分の思いをもって表したいことを表

現しようとしているが、技能がおいつい

ていなかったり、途中であきらめてしま

ったりしている。 
○自分の思いをもち、それが作品に自信を

もって反映させられるようにする必要

がある。 

○用具・材料の扱い方を丁寧に指導する。 
○どうしたら思いを形にできるか、個別に聞き取

り支援する。 
 
○イメージを広げられるような言葉かけや掲示

物の工夫をする。 
 

(補)個別にやりたいことを聞き取り、支援する。 
(発)試したことや新しい発想を積極的に認め、より自分らし

さを表現できるようにする。 
 
(補)互いの造形表現を見合う機会を設け、そのよさや違いを

生かし合う。 
(発)試したことや新しい発想を積極的に認め、より自分らし

さを表現できるようにする。 
５年 ○自分なりのものの見方や考え方をもち、

作品を工夫してつくることに課題があ

る。 
 
○見通しをもって計画的に活動できず、時

間内に完成しない児童がいる。 

○制作の途中でも友達の作品や美術作品などを

見る時間を設け、イメージを広げられるように

する。 
 
○毎時間振り返りを行うなど、自分の進捗状況を 

自覚させる。 
○全何時間で作品を完成させるか、言葉や板書で

はっきりと伝える。 

(補)互いの造形表現を見合う機会を設け、そのよさや違いを

生かし合う。 
(発)試したことや新しい発想を積極的に認め、より自分らし

さを表現できるようにする。 
(補)個別に進捗状況を聞いたり、声をかけたりするなどして 

時間内に完成できるように支援する。また、参考作品を 
準備して全体像を直観的に捉えられるようにする。 

(発)進みの早い児童には、細かいところまで丁寧につくるこ

とを指導する。また、学んだことを応用して造形活動を

広げられるよう考えさせる。 
６年 ○材料や用具の特徴を生かして、表現に適

した方法などを組み合わせて表すこと

ができるようにする必要がある。 
○見通しをもって計画的に活動できず、時

間内に完成しない児童がいる。 

○様々な材料や用具を提示し、自ら選び、組み合

わせて造形活動ができるよう準備する。 
 
○毎時間振り返りを行うなど、自分の進捗状況を

自覚させる。 
○全何時間で作品を完成させるか、言葉や板書で

はっきりと伝える。 

(補)材料や用具の特徴を生かした参考事例を提示する。 
(発)さまざまな材料から自ら選び使うことのできる場を用 

意する。 
(補)個別に進捗状況を聞いたり、声をかけたりするなどして 

時間内に完成できるように支援する。また、参考作品を 
準備して全体像を直観的に捉えられるようにする。 

(発)進みの早い児童には、細かいところまで丁寧につくるこ

とを指導する。また、学んだことを応用して造形活動を

広げられるよう考えさせる。 
 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画  [家庭科]  様式３  小３４  練馬区立石神井小学校 
学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 
５年 ○手縫いの方法やミシンの使い方、調理の手順、包丁やガスコン

ロの使い方など、知識・理解を継続的に定着させる指導が課題

である。 

 

○家庭生活への関心をもたせ、家族の一員として生活を工夫しよ

うとする意欲を高める視点で指導を行うことが必要である。 

 

 

○見やすい資料を提示し、体験的な

学習・活動を多く取り入れること

で理解を推進する。 
○習得したことを活用できるよう

指導計画を工夫することで、基礎

的な知識や技能が定着できるよ

うにする。 
○家庭の協力を得て、学習したこと

を日常生活で実践できるように

する。また、授業の中で「家庭生

活では何ができるのか」という問

いかけを行う。 

(補)個人差が出やすい裁縫の実習

では、児童同士で教え合い、授

業だけにとどまらずに個別指

導の機会をもつようにする。 
(補)映像資料を活用し、児童が繰り

返し手順を確かめられるよう

にする。 
(発)学習したことを日常生活に進

んで生かした経験を発表する

場を設定し、他の児童の意欲に

つなげる。長期休業は、学習し

たことを実践できる場と捉え、

積極的な活動を促す。 
６年 ○布製品の製作や調理、洗濯などの実習を通して技術は向上して

いるが、責任をもって最後まで片付けること、丁寧に取り組む

ことなど根気強く意欲的に学習することが必要な児童も見られ

る。 
 
○家庭生活への関心をもたせ、学んだことを日常生活に生かそう

とする意識や意欲を高める指導が必要である。 

○習得したことを活用できるよう

指導計画を工夫することで、知識

や技能が定着できるようにする。 
○製作や調理、洗濯の実習では、計

画から実践までをしっかりまと

め、学習を振り返り、成果を認め

ることを繰り返し行う。 
○児童の実態に合わせた課題を選

択させたり、グループで選択させ

たりする問題解決的な学習を取

り入れる。 

(補)児童同士で教え合ったり、評価

し合ったりする活動を取り入

れていく。 
(発)長期休業中など、家庭で実践す

る機会を設定し、家族の一員と

しての意欲を高める。 
(発)長期休業中の課題や自由研究

等を通して、日常生活に進んで

生かしたことを発表する場を

設定し、他の児童の意欲につな

げる。 
 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画 [体育科] 様式３ 小３４ 練馬区立石神井小学校 

学 年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 
 
１年 
 
 
 
 

○鉄棒やジャングルジム、雲梯などの経験
が少ないため、握ったり、ぶら下がった
り、逆さになることに課題が見られる。 

○経験の違いなどによる個人差が大きい。 

○校内の固定遊具施設を活用し、指導をして
いく。 

○様々な動きや用具の使い方を指導し、経験
を増やす。 

 

(補)固定遊具等に触れる機会を増やすようにする。 
(発)めあてを考えさせたり、友達の動きを見させたり、

振り返りをさせたりする。 

 
２年 
 
 
 

○鉄棒やジャングルジム、雲梯などの経験
が少ないため、握ったり、ぶら下がった
り、逆さになることに課題が見られる。 

○遊びの経験不足からか、自分の身体の操
作に未熟さが見られる。 

 

○様々な遊びを通した動きを繰り返し経験
させる 

○児童自身で遊び方を広げられるように場
の工夫をする。 

 

(補)自分で考えた動きや友達の動きを共有して挑戦す
る楽しさを教える。 

(発)よりよい動きをつくるこつ等を言語化し友達に伝
えたり、動きを児童同士で励まし合ったり、認め合
ったりする場を設定する。 

 
３年 
 
 
 
 

○全ての動きにおいて、経験不足が見られ
る。 

○友達同士やチーム内での伝え合いが、
できないことがある。 

○補助運動や場の工夫を行うことで様々な動
きを経験させる。 

○チームで作戦を立てたり見合ったり、基
本となる動きのポイントを伝える機会を
授業に取り入れる。 

(補)友達同士での教え合い、励まし合いの機会を作り、

次時以降に生かせるようにしていく。 
(発)練習カードや学習カードを使用し、学び合いの場の

設定をする。また、カードの工夫により、よりよい
動きや学び方を身に付けることができるようにす
る。 

 
４年 
 
 
 
 
 

○友達の良さを見付けることはできても
友達同士やチーム内で伝え合ったり、ア
ドバイスしたりすることができないこ
とも多い。 

○運動習慣に差があることから、技能面で
個人差が大きく見られる。 

○友達の良さを見付けて伝え合う時間を作 
る。また、言葉掛けの例などを示して、言
葉掛けをしやすくする。 

○動きごとに練習の場を作り、スモールステ
ップで練習ができるようにする。 

(補)チームで練習をしていけるようにし、友達と教え合
ったり、助け合ったりできる時間を十分にとるよう
にする。 

(発)技能面を高めたり、視覚的に自身の動きを捉えたり
するために、ICTを活用し、動きの確認を行い、教
え合いの場に広がりをもたせる。 

 
５年 
 
 

 
 
 
 
 

○陸上運動、器械運動、ボール運動につい

ては、活動に個人差が見られる。 
○身体の柔軟性を高める指導が課題であ

る。 

○陸上運動、器械運動、ボール運動では、ト

リオ学習やチーム学習でお互いに学ぶ場面

を増やす。また学習カードを活用し、一人

一人に１単位時間の授業のめあてをもたせ 
る。 

○体つくり運動では、体力について保健とも

関連しながら考えられるようにして体力の

質的な高まりと量的な高まりが味わえるよ

うにする。 

(補)友達同士で伝え合ったり励まし合ったりする機会

を増やす。２年間を見通して学習計画を立て、指導

課題が効率よく解決できるようにする。 

(発)自分の動きを確認したり、理想の動きや運動場面の

イメージを広げたりできるように、学習カードを工

夫したりＩＣＴを活用したりして、視覚的にわかる

ようにする。 

 
６年 
 
 
 
  

○ボール運動に対する意欲に差がある。 
○陸上運動や水泳など個人で行う運動で

は、グループでの関わり合いが生まれに
くく、どんな言葉かけをしていいのかわ
からない児童も多い。 

○投げる動作がぎこちない児童が多い。 

○オリエンテーションで事前アンケートの事
実を示し、全員が楽しめるボール運動を児
童と計画する。 

○運動の場と学習過程を工夫し、チームで学
習を進められるようにするとともに、アド
バイスをし合う環境を整える。 

○準備運動で毎時間投げる動作を行う。 

(補)一単位時間の学習過程を示し学習の見通しをもた
せる。 

(補)チームで行うミーティングの時間を増やし、みんな
で楽しめるようなルールを練り上げる。 

(発)ICT機器を活用し、自分の運動場面やチームの運動
場面を撮影し、技能の向上や作戦を立てることに
役立てる。 



 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画  [外国語]  様式３  小３４  練馬区立石神井小学校 
学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 
５年 ・新たに学ぶ単語や会話表現への慣れ親しみが十分でないことか

ら、コミュニケーションではなく言葉の意味を捉えようとして

しまう。 

・様々な英語表現が多く出てくるため、単語や会話表現の意味を

理解しようとしてしまう。 

・会話表現に対する慣れ親しみの度合いによって、コミュニケー

ション活動の取り組みに個人差が表れている。 

・単語や会話表現について、音声で

十分に慣れ親しめるように意識

して指導する。 

・ウォームアップの時間を活用し、

表現について音声に慣れ親しめ

るよう毎授業で行う。 

・ゲームや歌を活用して楽しみなが

ら単語や表現に慣れ親しませる。 

 

(補)単語の意味やスペルを書いた

絵カードを使用して慣れ親し

めるようにする。 

(発)各単元において、会話表現や単

語を使ってコミュニケーショ

ンする場面を設定し、楽しく活

動できるようにする。 

６年 ・既習単語と新出単語、英語表現も多種多様な表現が出てくるた

め、覚えきれなくなっている。 

・英語に対する知識量や慣れによって、学習への取り組みの差が

表れている。 

・積み重ねで英語に対する慣れて楽しくなる場合と、苦手意識を

もってしまう場合がみられる。 

・外国語の単語や表現を覚えられず、学力差が大きく出ている。 

・英語、アルファベットなどを書く時間を授業内で確保すること

が難しい。 

・単語や表現を繰り返し練習し、慣

れるように意識して指導する。

（授業の流れをある程度同じよ

うにして指導する） 

・表情やジェスチャー、絵カードな

どを使って言葉以外でも伝えら

れることを指導する。 

・ウォームアップの時間を活用し表

現に慣れ親しめるよう毎授業で

行う。 

・ゲームや歌を活用して楽しみなが

ら単語や表現に慣れさせる。 

・楽しみながら書くことができるよ

う、ワークシートの工夫をする。 

(補)黒板やモニターに単語や会話

表現の絵カードや映像を見な

がら練習を繰り返す。 

(補)英語表現の教室掲示を工夫す

る。 

(発)ゲームでは多くの人数にイン

タビュ―したり、発表したりで

きる場面を設定していく。 

 

 



令和４年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画  [外国語活動]  様式３  小３４  練馬区立石神井小学校 
学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 
３年 ○意欲的にコミュニケーション活動に参加している児童もいる

が、授業内で全く発言しない児童もおり、全ての児童がアウト

プットして積極的に会話を楽しんでいる状況ではない。 

 

○これまでの外国語活動で触れてきた表現を利用した学習内容を

進めるようにしているが、全ての児童が学習した言語を自ら使

ってみようとする意識が定着しているわけではない。 

○全体、グループ、ペアなど、様々

なアウトプットの方法を取り、言

ってみようという意識を持たせ

る。 

○年間を通して、導入や終末で毎回

同じ表現を取り扱い、慣れた表現

を増やすことで抵抗なく、発言し

ようとする意識を持たせる。 

（補）外国語活動の時間以外でも、

外国語を取りあげて紹介す

る時間を取り入れたり、遊び

の中で外国語に触れたりし

ながら、より親しみを持てる

ようにする。 

４年 〇積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童がいる一方、

苦手意識や恥ずかしさから発言できない児童もいる。 

〇使えるようになった外国語で交流させるために、様々な活動を

取り入れているが、週に１回の授業では、内容を積み重ねるこ

とが難しく、習熟度の差が広がっている。 

 

 

〇自分が外国語を話せた経験を自

信につなげるために積極的に前

向きな言葉をかける。 

〇日常的に外国語を意識させ、いつ

でも復習できるような環境を整

える。 

（補）日常的に学校にいるＡＬＴを

活用して積極的にコミュニ

ケーションをとるように促

す。 

 


